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包括的な学校改善の視点：働き方改革 

 

■ 構築した学校モデルの具体 

○ 事務職員の学校運営参画による働き方改革の推進 

・校長、教頭、主幹教諭、教務主任及び事務職員による情

報共有を密にし、学校運営への参画を促進する。 

・教頭の業務負担軽減のため、休暇等処理簿や一部の調査

統計業務への回答、学校のＷｅｂページ作成等の業務を

担当する。 

○ 学校共同事務室ポータルサイトの作成・運用 

・七飯町に採用・異動となった事務職員等が業務を円滑に

推進できるようにするため、事務職員向けポータルサイ

トを作成し、七飯町の様式等をまとめる。 

・教員向けポータルサイトを作成し、各校の備品台帳や新

規購入備品の情報共有による学校間貸借の効率化、学校

徴収金一覧掲載による教材購入情報の見える化を進め

るとともに、総合的な学習の時間等における地域学習の

充実を図る地域人材リスト等を公開する。 

 ○ 事務処理業務の効率化 

・校内受付・保管文書のペーパーレス化・デジタル化を進

めるとともに、クラウドを活用することにより、情報へ

のアクセスを円滑にする。 

・学級担任等の集金業務を軽減するとともに、金銭事故を

防止するため、各校の状況を踏まえた上で、教材費等の

学校徴収金の口座振替を導入する。 

 

■ 学校モデルの構築に向けた取組の具体 

〔校長の取組〕 

・共同学校連携事務室長として会議を開催し、各校の事務職員及び七飯町教育委員会職員と学校共同

事務の成果や課題を共有するとともに、改善策の検討や意見交流が円滑に行えるようマネジメント

に努めた。 

・学校事務の共同実施を円滑に推進できるよう、共同学校連携事務室からの改善提案等について、各校

校長への事前説明等を行うことにより、各校事務職員が自校の校長に説明しやすい環境を整えた。 

〔事務職員の取組〕 

・中核校の事務職員が共同学校連携事務室の室長補佐として、加配を含む町内の事務職員の検討課題

を分担したり、会議の企画・運営を進めたりするとともに、七飯町教育委員会事務局と連絡・調整し、

学校と行政が連携した学校共同事務の取組を推進した。 

・参集する会議以外に Google Workspace を活用し、チャットやクラウド上での資料の共有を図るな

ど、事務職員の情報共有を推進した。 

 

■ 各指定校への学校モデルの普及方策 

・町内の学校で統一した取組を進めるにあたり、必要に応じて事前に町校長会に説明するなど、各校で

の取組が円滑に行えるよう環境を整えた。 

・学校力向上に関する総合実践事業アドバイザーのヒアリングにおける指導助言等を踏まえ、全道協

議会及び地域協議会において、取組の成果と課題について説明を行った。 

町内での学校共同事務を推進する学校モデル 

中核校 七飯町立七重小学校 指定校 
七飯町立峠下小学校、七飯町立藤城小学校 

七飯町立七飯中学校 

【学校ホームページの作成】 

【教員向けポータルサイト】 

【保護者向け説明資料】 


